
される場合があります。
　また、パソコンを再起動しても請求画面が消えないとの相
談もありますが、その場合はコンピューターウイルスに感染
している可能性も考えられます。ウイルス対策ソフトなどは
常に最新の状態に保ち、子どもがパソコンを使う場合はフィ
ルタリングソフトも利用しましょう。
　消えない請求画面を削除する方法は、情報処理推進機
構（IPA）のホームページ（http://www.ipa.go.jp/security/
topics/alert20080909.html）を参考にしてください。
　インターネット利用時は、安易に「はい」「ENTER」などを
クリックしたり、プログラムのダウンロードを行ったりしな
いことが大切です。

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。

掲 示 板

Q　パソコンで無料のアダルトサイトを見ているとき
に、年齢確認画面が出たので「20歳以上」をクリックし

たら「登録完了！3日以内に6万円お支払いください」と表示
されました。支払う必要はありますか。 

A 　パソコン上で、クリックしただけで請求画面が表示されたという「ワンクリック請求」の苦情が寄せられて
います。
　パソコン上では、申し込みボタンを押した後、入力した申
し込み内容を確認させるための画面で「確認」をクリックした
後、販売業者からの承諾通知を受けた時点で、正当な契約を
したことになります。
　したがって、質問のような「ワンクリック請求」は正当な契
約とはいえませんので、支払い責任は発生しないと思われま
す。
　「ワンクリック請求」はアダルトサイトで多く見られます
が、ゲームサイトや情報サイトでも、無料だと思ってクリッ
クしているうちに登録・請求画面が表示され、不正な請求を

消費生活
相談

Q A&
ワンクリック請求に
注意！

発進

巡航
減速
停止

エコドライブ
による削減

走行モード別燃料消費割合

出展：省エネルギーセンター資料

　秋の行楽シーズンを迎え、外出する機会も多くなると思い
ます。CO2排出を抑制するために、移動には公共交通機関・
自転車の利用や、徒歩が一番ですが、車で移動するときは、
次の点に留意してエコドライブを心掛けましょう。

発進時　～ふんわりアクセル～
　発進して5秒後に時速20キロメートルになるよう、“ふん
わり”とアクセルを踏むと、燃料消費全体の9.7パーセントを
削減できます。

巡航時　～加減速の少ない運転～
　適正な車間距離を取って加減速の少ない運転をし、減速し
たらゆっくりとアクセルで修正しましょう。加減速の少ない
運転で、燃料消費全体の3.4パーセントを削減できます。

減速時　～早めにアクセルオフ～
　減速するときは早めにアクセルから足を離し、エンジンブ
レーキで減速しましょう。早めのアクセルオフで、燃料消費
全体の2.1パーセントを削減できます。

停止時　～アイドリングストップ～
　不要なアイドリングをしない。適切なアイドリングストッ
プを心掛けると、燃料消費全体の10.5パーセントを削減で
きます。
　駐停車時以外に信号待ちなどでアイドリングストップする
場合は、まずは道路ではない場所で練習してみましょう。道
路で実践するときも、ほかの車に迷惑が掛からないよう、く
れぐれも安全を優先してください。

　これらを全て実践すれば，燃料消費を25.7パーセント抑
えることができます。
　また、秋の行楽シーズンには、行ったことのない場所へ出
掛ける人も多いと思います。初めての道に戸惑い、迷ってし
まうと、その分燃料が必要となってしまいます。出掛ける前
に、しっかりとルート確認をしておきましょう。
　エコドライブは、地球温暖化の主な原因といわれている
CO2の排出だけでなく、大気汚染も抑制し、また燃料費の節
約や安全運転にもつながります。できるところから、ぜひ実
践してみましょう。
※ くわしくは環境計画課（☎20-1533）へ。
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